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厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
た
60
歳
未
満
の
方

が
退
職（
失
業
）す
る
と
、
市
役

所
で
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険

者
に
な
る
た
め
の
手
続
き
を
行

い
、
保
険
料（
平
成
23
年
度
月
額

1
万
5
0
2
0
円
）を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
に
は
、
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

本
来
は
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
所
得
審
査
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
平
成
22
年
4
月
1
日
以
降

に
失
業
し
た
方
は
、
特
例
と
し
て

本
人
の
所
得
審
査
が
な
く
な
り

ま
す（
特
例
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

失
業
し
た
年
度
と
そ
の
翌
年
度
に

な
り
ま
す
）。

※
配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
審
査

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
退
職（
失
業
）し

て
い
る
場
合
は
、
所
得

審
査
が
な
く
な
り
ま
す
。

※
平
成
22
年
7
月
〜
平
成
23
年
6

月
分
保
険
料
の
免
除
審
査
は
、

平
成
22
年
度
所
得（
平
成
21
年

中
所
得
）に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

▽
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
の
扱
い

・
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

・
国
庫
負
担
金
と
し
て
2
分
の

1
の
年
金
額
が
保
障
さ
れ
ま
す

（
平
成
21
年
3
月
ま
で
は
、
3

分
の
1
の
保
障
と
な
り
ま
す
）。

・
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
に
算
入
さ
れ
ま

す
。

※
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る

全
額
免
除
の
ほ
か
、
申
請
者
の

任
意
ま
た
は
他
の
方
の
所
得
審

査
に
よ
っ
て
保
険
料
の
一
部
を

納
付
す
る
4
分
の
1
免
除
、
半

額
免
除
、
ま
た
は
4
分
の
3
免

除
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
期
限

　

平
成
22
年
7
月
以
降
の
保
険
料

が
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
の

免
除
申
請
期
限
は
、
8
月
1
日

（
月
）で
す
。
本
年
7
月
以
降
の

保
険
料
の
免
除
申
請
は
、
手
続

き
の
際
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
く
だ
さ
い
。

●
6
月
11
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
6
月
6
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日

の
月
曜
日
は
、

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
年
金
受
給
に
関
す
る
電
話
で
の

問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の

・
認
印

・
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
ま
た
は
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

※
平
成
22
年
1
月
2
日
以
降
の
転

入
に
よ
り
本
市
で
所
得
を
確
認

で
き
な
い
場
合
は
、
所
得
証
明

書
が
必
要
で
す
。

　

免
除
の
承
認
を
さ
れ
た
期
間
は
、

定
額
保
険
料
で
納
め
た
場
合
よ
り

も
老
齢
基
礎
年
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

そ
の
期
間
の
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て「
追
納
」を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

額
に
近
づ
け
た
い
方
は
、
生
活
に

余
裕
が
で
き
た
時
に
、
豊
岡
年
金

事
務
所
で「
追
納
」の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

退
職（
失
業
）に
よ
る
保
険
料
の

特
例
免
除
制
度
に
つ
い
て

号
の
分
か
る
も
の

・
認
印

※
3
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※
半
額
免
除
は
平
成
14
年
4
月
に
、

4
分
の
1
免
除
と
4
分
の
3
免

除
は
平
成
18
年
7
月
に
、
若
年

者
納
付
猶
予
は
平
成
17
年
4
月

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
料
免
除
期
間
の

追
納
に
つ
い
て

免除された年度 追納保険料額
４分の１免除 半額免除 ４分の３免除 全額免除・猶予

平成13年度（10年度目） ｜ ｜ ｜ 15,350円
平成14年度（９年度目） ｜ 7,380円 ｜ 14,760円
平成15年度（８年度目） ｜ 7,270円 ｜ 14,540円
平成16年度（７年度目） ｜ 7,170円 ｜ 14,340円
平成17年度（６年度目） ｜ 7,190円 ｜ 14,380円
平成18年度（５年度目） 3,610円 7,220円 10,830円 14,440円
平成19年度（４年度目） 3,610円 7,230円 10,840円 14,470円
平成20年度（３年度目） 3,640円 7,290円 10,940円 14,580円
平成21年度（２年度目） 3,660円 7,330円 10,990円 14,660円
平成22年度（１年度目） 3,770円 7,550円 11,320円 15,100円
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認
知
症
と
は
病
名
で
は
な
く
、

大
脳
の
細
胞
が
壊
れ

る
こ
と
で
、
情
報
を

分
析
し
た
り
、
記
憶

し
た
り
、
思
い
出
し
た
り
す
る

機
能
が
低
下
し
、
生
活
が
困
難
に

な
っ
た
状
態
を
表
し
ま
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
誰
で
も
物
忘
れ

を
し
や
す
く
な
り
ま
す
。「
認
知
症

が
始
ま
っ
た
の
で
は
?
」と
心
配

に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
単
な
る
物

忘
れ
は
認
知
症
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

①
認
知
症
を
知
る

　

認
知
症
の
専
門
医
療
や
、か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
、相
談
対
応
な

ど
地
域
に
お
け
る
認
知
症
医
療
の
中
核
を
担
う
こ
と
を
目
的
に
、公

立
豊
岡
病
院
内
に
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
を
配
置
し
、地
域
に
お
け
る
認
知
症
ケ
ア
体
制
と
医
療
と

の
連
携
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
6
回
シ
リ
ー
ズ
で
、認
知
症
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し

ま
す
。

 

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
－
2
4
0
9

①
出
来
事
の
細
部
を
忘
れ
た
の
か
、

出
来
事
自
体
を
忘
れ
た
の
か

②
忘
れ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
ら

思
い
出
せ
る
か
ど
う
か

③
忘
れ
た
と
い
う
自
覚
が
あ
る
か

ど
う
か

※
出
来
事
自
体
を
忘
れ
、
指
摘
さ

れ
て
も
思
い
出
せ
ず
、
忘
れ
た

自
覚
が
な
い
場
合
、
認
知
症
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
は
病
名
じ
ゃ
な
い

認
知
症
と
物
忘
れ

認
知
症
と
物
忘
れ

見
分
け
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

《相談窓口》

名　称 電　話 ファックス

豊岡地域包括支援
センター 24︲2409 24︲9088

公立豊岡病院認知
症疾患医療センター 22︲1090 22︲1090

例えば、こんな受け答え
から判断できます

「どうして伝言を伝え
てくれなかったの?」

問いかけ

「あっ、そうだ。伝言
があったのに、忘れ
てごめん」
⇒単なる物忘れです

返答その１

「私は伝言なんて
聞いていない。な
ぜそんなことを聞
くのか」
⇒度重なると認知症の可能性が
　あります

返答その２

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、平
成
2
年

に「
ク
リ
ー
ン
但
馬
5
万
人
大
作

戦
」と
し
て
始
ま
り
、国
民
体
育

大
会
を
契
機
に「
ク
リ
ー
ン
但
馬

10
万
人
大
作
戦
」に
規
模
を
拡
大

し
、今
年
で
21
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

昨
年
は
市
内
で
延
べ
3
万
8
千

人
が
参
加
し
、清
掃
土
砂
を
含
め

約
4
6
0
ト
ン
も
の
ご
み
が
回
収

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
6
月
5
日（
日
）を
基
準

日
に
実
施
し
ま
す
の
で
、協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
地
域
や
地
区
の
事
情
に
よ
り
実

施
日
は
異
な
り
ま
す
。

　

各
区
の
区
長
さ
ん
を
中
心
に
次

の
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

・
区
内
の
幹
線
道
路
周
辺
の
空
き

缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
を
回

収
し
て
く
だ
さ
い
。

・
燃
や
す
ご
み
、燃
や
さ
な
い
ご

み
に
分
別
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
ご

み
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
清
掃
土
砂
は
土
の
う
袋
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

・
不
法
投
棄
さ
れ
た
古
タ
イ
ヤ
、テ

レ
ビ
な
ど
の
処
理
困
難
物（
豊
岡

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
で
き
な
い

ご
み
）も
集
積
場
所
に
集
め
て
く

だ
さ
い
。

※
作
業
中
は
事
故
の
な
い
よ
う
通

行
車
両
な
ど
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

軽
い
気
持
ち
で
ポ
イ
捨
て
さ
れ

た
ご
み
は
、地
域
の
美
観
を
損
ね

る
だ
け
で
な
く
、水
路
へ
流
れ
た

も
の
は
田
ん
ぼ
や
海
岸
に
流
れ
着

き
、農
家
や
沿
岸
部
に
住
む
方
に

大
変
な
迷
惑
を
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、動
物
や
魚
、植
物
な
ど
私

た
ち
市
民
共
通
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
自
然
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

も
、絶
対
に
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、法
律
に
違
反
し
て
ご
み

を
投
棄
し
た
場
合
は
、5
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
1
千
万
円
以
下

の
罰
金（
ま
た
は
そ
の
両
方
）に

処
せ
ら
れ
ま
す（
法
人
の
場
合
は
、

3
億
円
以
下
の
罰
金
）。

　
「
ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
豊

岡
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

 

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23
－
5
3
0
4

み
ん
な
で
美
し
い
豊
岡
を
…
②

「
ク
リ
ー
ン
但
馬
10
万
人
大
作
戦
」を
実
施
!　

作
業
内
容

ポ
イ
捨
て
は

　

あ
な
た
の
心
の
落
と
し
物


